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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期
第２四半期
連結累計期間

第54期
第２四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 3,415,921 3,862,752 7,083,684

経常利益又は経常損失（△） （千円） 75,917 △41,114 150,084

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益又は親会社株
主に帰属する四半期純損失
（△）

（千円） 19,869 △80,084 20,247

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 15,266 △240,173 △95,780

純資産額 （千円） 4,263,987 3,871,825 4,152,940

総資産額 （千円） 6,693,774 6,649,729 6,752,195

１株当たり四半期（当期）純
利益金額又は四半期純損失金
額（△）

（円） 2.43 △9.78 2.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.7 58.2 61.5

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △62,716 △105,926 173,622

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △337,528 △197,481 △378,285

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △20,453 138,571 △85,703

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)の残高

（千円） 948,595 796,455 985,681

 

回次
第53期
第２四半期
連結会計期間

第54期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期純損失
金額（△）

（円） 1.96 △4.54

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融緩和策の継続により力強さは欠くもの

の穏やかな持ち直し基調で推移いたしました。一方、世界経済においては、中国を始めとする新興国の景気減速や

英国のＥＵ離脱問題等に伴う不確実性の高まりや、円高の進行等、景気の先行きについては依然として不透明感が

続いております。

　こうした状況の下で、当社グループは、「新たな成長ステージに向けた企業体質の改革」の方針のもと、引き続

き、業務用調味料市場の開拓、拡大に注力するとともに、生産性向上、生産能力の強化に向けて、人材の育成や設

備の増強に努めてまいりました。

①売上高

　売上高は3,862百万円（前年同期比13.1%増）となりました。

　国内市場においては、第１四半期連結累計期間に引き続き、別添用スープは現状維持を図りつつ、外食市場及び

中食市場向け業務用調味料の販売が好調に推移し、業務用製品の売上高は前年同期比17.9％増となりました。加え

て、仕入商品の販売も引き続き好調で前年同期比21.0％増となりました。

　一方、海外市場においては、米国工場の稼働に伴い国内同様に業務用調味料の販売が好調で前年同期比495.4％

増となりました。

②営業損益

　営業損失は31百万円（前年同期は営業利益77百万円）となりました。

　その主な要因は、第１四半期連結累計期間に引き続き、国内においては今後の更なる販売拡大に向けた生産能力

強化のために人員及び生産設備の増強を行った結果、製造固定費が増加したことに加え、海外においては米国工場

稼働に伴う減価償却費などの発生による経費の増加によるものです。

③経常損益

　経常損失は41百万円（前年同期は経常利益75百万円）となりました。

　その主な要因は、営業損失の計上に加えて為替差損の発生によるものです。

④親会社株主に帰属する四半期純損益

　親会社株主に帰属する四半期純損失は80百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益19百万円）とな

りました。その主な要因は、経常損失の計上に加えて親会社に係る法人税、住民税及び事業税、法人税等調整額の

計上によるものです。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における１株当たり四半期純損失は9.78円となりました。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ102百万円減少し6,649百万円（前

連結会計年度比1.5％減）となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加152百万円があったものの、有価

証券の減少250百万円があったことによるものです。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ178百万円増加し2,777百万円（前

連結会計年度比6.9％増）となりました。これは主に、未払法人税等の減少59百万円があったものの、短期借入金

の増加88百万円及び長期借入金の増加131百万円があったことによるものです。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ281百万円減少し3,871百万円

（前連結会計年度比6.8％減）となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上80百万円、

その他の包括利益累計額の減少160百万円及び配当金の支払40百万円があったことによるものです。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

189百万円減少し796百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果使用した資金は105百万円（前年同四半期連結累計期間は62

百万円の使用）となりました。これは主に、減価償却費201百万円があったものの、売上債権の増加152百万円、賞

与引当金の減少44百万円、法人税等の支払額84百万円があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は197百万円（前年同四半期連結累計期間は337

百万円の使用）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出164百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は138百万円（前年同四半期連結累計期間は20

百万円の使用）となりました。これは主に、短期借入れによる収入88百万円及び長期借入れによる収入600百万円

があったものの、長期借入金の返済による支出468百万円、リース債務の返済による支出39百万円及び配当金の支

払額40百万円があったことによるものです。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、84百万円となっております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,600,000

計 16,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,493,193 9,493,193
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 9,493,193 9,493,193 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年７月１日～
　平成28年９月30日

－ 9,493,193 － 1,413,796 － 1,376,542
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社和山商店
北海道札幌市中央区宮の森２条17丁目16番８
号

2,074 21.85

日清オイリオグループ株式会社 東京都中央区新川１丁目23番１号 1,600 16.85

水元　公仁 東京都新宿区 230 2.42

和山　明弘 北海道札幌市中央区 209 2.20

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通り１丁目２番26号 190 2.00

株式会社北海道銀行 北海道札幌市中央区大通西４丁目１番地 142 1.49

中川　なを子 北海道札幌市豊平区 80 0.85

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 80 0.84

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１丁目14番１号 76 0.80

斎藤　大州 北海道旭川市 67 0.70

計 － 4,749 50.02

　（注）　当社保有の自己株式は1,305千株であり、発行済株式総数に対する割合は13.74％であります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

1,305,000
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,177,000
8,177 －

単元未満株式
普通株式

11,193
－ －

発行済株式総数 9,493,193 － －

総株主の議決権 － 8,177 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」及び「議決権の数」欄には、証券保管振替機構名義の株式

1,000株（議決権の数１個）が含まれております。

２　単元未満株式の欄には、当社所有の自己株式105株が含まれております。
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②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

和弘食品株式会社
北海道小樽市銭函３丁目
504番地１

1,305,000 － 1,305,000 13.74

計 － 1,305,000 － 1,305,000 13.74

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 741,151 801,496

受取手形及び売掛金 1,207,842 1,360,765

有価証券 250,148 20

商品及び製品 323,515 337,084

仕掛品 5,464 8,583

原材料及び貯蔵品 277,240 292,674

その他 98,818 71,721

貸倒引当金 △599 △672

流動資産合計 2,903,581 2,871,674

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,919,236 1,822,892

機械装置及び運搬具（純額） 613,574 591,262

土地 730,042 719,790

建設仮勘定 － 397

その他（純額） 249,399 ※１ 311,213

有形固定資産合計 3,512,252 3,445,556

無形固定資産 11,850 11,920

投資その他の資産 ※２ 279,663 290,299

固定資産合計 3,803,766 3,747,776

繰延資産 44,847 30,277

資産合計 6,752,195 6,649,729

負債の部   

流動負債   

買掛金 729,149 748,107

短期借入金 330,000 418,000

1年内返済予定の長期借入金 212,500 238,538

未払法人税等 93,689 34,453

賞与引当金 156,000 112,000

その他 417,309 393,331

流動負債合計 1,938,649 1,944,430

固定負債   

長期借入金 346,875 452,088

役員退職慰労引当金 136,751 142,302

その他 176,979 239,082

固定負債合計 660,606 833,473

負債合計 2,599,255 2,777,903
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,413,796 1,413,796

資本剰余金 1,376,644 1,376,644

利益剰余金 1,573,733 1,452,708

自己株式 △232,471 △232,471

株主資本合計 4,131,703 4,010,678

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 18,756 14,860

為替換算調整勘定 2,480 △153,713

その他の包括利益累計額合計 21,236 △138,852

純資産合計 4,152,940 3,871,825

負債純資産合計 6,752,195 6,649,729
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 ※１ 3,415,921 ※１ 3,862,752

売上原価 2,569,524 3,060,989

売上総利益 846,397 801,762

販売費及び一般管理費 ※２ 769,282 ※２ 833,505

営業利益又は営業損失（△） 77,115 △31,742

営業外収益   

受取利息 117 31

受取配当金 968 1,189

受取賃貸料 1,818 1,473

受取保険金 2,958 2,258

為替差益 4,488 －

その他 4,808 2,424

営業外収益合計 15,160 7,378

営業外費用   

支払利息 2,599 1,952

開業費償却 12,145 10,521

為替差損 － 4,194

その他 1,613 82

営業外費用合計 16,358 16,751

経常利益又は経常損失（△） 75,917 △41,114

特別利益   

固定資産売却益 － 49

特別利益合計 － 49

特別損失   

固定資産除売却損 1,623 3,317

減損損失 － 934

特別損失合計 1,623 4,251

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
74,294 △45,316

法人税、住民税及び事業税 52,502 20,019

法人税等調整額 1,922 14,748

法人税等合計 54,425 34,767

四半期純利益又は四半期純損失（△） 19,869 △80,084

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
19,869 △80,084
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 19,869 △80,084

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,331 △3,895

為替換算調整勘定 △9,933 △156,193

その他の包括利益合計 △4,602 △160,089

四半期包括利益 15,266 △240,173

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 15,266 △240,173

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
74,294 △45,316

減価償却費 112,339 198,079

無形固定資産償却費 4,059 3,670

繰延資産償却額 12,145 10,521

長期前払費用の増減額（△は増加） △520 △589

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,000 △44,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,035 14

減損損失 － 934

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 9,486 16,539

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,131 5,551

受取利息及び受取配当金 △1,085 △1,221

支払利息 2,599 1,952

為替差損益（△は益） △4,488 4,194

固定資産除売却損益（△は益） 1,623 3,267

売上債権の増減額（△は増加） △189,852 △152,923

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,246 △32,123

未収入金の増減額（△は増加） △355 △2,889

仕入債務の増減額（△は減少） 139,984 18,957

未払金の増減額（△は減少） 25,597 △17,729

未払消費税等の増減額（△は減少） △42,024 △18,897

その他 14,260 31,618

小計 119,912 △20,389

利息及び配当金の受取額 1,085 1,221

利息の支払額 △2,599 △1,952

法人税等の支払額 △181,115 △84,806

営業活動によるキャッシュ・フロー △62,716 △105,926

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △323,838 △164,867

有形固定資産の売却による収入 － 741

有形固定資産の除却による支出 △593 －

無形固定資産の取得による支出 △415 △4,455

投資有価証券の取得による支出 △4,661 △14,676

貸付金の回収による収入 57 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） △8,077 △14,223

投資活動によるキャッシュ・フロー △337,528 △197,481
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  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 160,000 88,000

長期借入れによる収入 － 600,000

長期借入金の返済による支出 △106,250 △468,749

リース債務の返済による支出 △33,172 △39,739

自己株式の取得による支出 △90 －

配当金の支払額 △40,941 △40,940

財務活動によるキャッシュ・フロー △20,453 138,571

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,424 △24,389

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △409,273 △189,226

現金及び現金同等物の期首残高 1,357,869 985,681

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 948,595 ※１ 796,455
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ550千円

減少しております。

 

（追加情報）

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　圧縮記帳額

　　　国庫補助金により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内容は、次のとおりであ

ります。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

その他（工具、器具及び備品） －千円 6,290千円

 

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

投資その他の資産 59千円 －千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　売上高の季節的変動

　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　当社グループの売上高は、事業の性質上、第２四半期連結会計期間及び第３四半連結会計期間に売上高が

集中する傾向にあります。

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

荷造運送費 168,267千円 206,580千円

給与手当 234,731千円 205,494千円

賞与引当金繰入額 47,153千円 52,449千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,797千円 5,551千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

現金及び預金 704,488千円 801,496千円

有価証券(MMF) 250,103千円 20千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△5,997千円 △5,062千円

現金及び現金同等物 948,595千円 796,455千円

 

（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 40,941 5 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 40,940 5 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　当社グループは、食品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　当社グループは、食品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金
額（△）

2円43銭 △9円78銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社株主に
帰属する四半期純損失金額（△）（千円）

19,869 △80,084

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額又
は親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）(千円)

19,869 △80,084

普通株式の期中平均株式数(株) 8,188,293 8,188,088

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２８年１１月１１日

和弘食品株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　　森　　茂　　伸　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 下　　田　　琢　　磨　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている和弘食品株式会

社の平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成２８年７月１日

から平成２８年９月３０日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成２８年４月１日から平成２８年９月３０日まで)に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、和弘食品株式会社及び連結子会社の平成２８年９月３０日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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